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記念写真を撮る新成人

謝辞を述べる竹内さん

　

一
月
十
四
日
、
町
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
成
人
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
、
阿
久
比
町
で
成
人
を
迎
え
た
の

は
二
百
八
十
八
人
。
こ
の
日
の
式
典
に
は

二
百
四
十
三
人
の
新
成
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

町
長
が
「
若
い
力
と
情
熱
で
、
大
い
な

る
志
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
新
成
人
を
代
表
し
て
竹
内

梨
沙
さ
ん
が
「
成
人
と
し
て
の
責
任
や
人

へ
の
配
慮
の
重
要
性
を
強
く
自
覚
し
た
い
。

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
、
育
て
て
く
れ
た

両
親
に
感
謝
し
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

振
り
袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成

人
は
、
旧
友
ら
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
、

記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
、
近
況
報
告
を
し

た
り
し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
若
者
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

夢
を
胸
に
抱
き
な
が
ら
大
人
へ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
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書き初めに挑戦する子どもたち

　

第
十
三
回
「
阿
久
比
町
書
初
め
大
会
」

が
一
月
五
日
、
ふ
れ
あ
い
の
森
体
育
室
で

開
か
れ
、
町
内
外
の
幼
児
か
ら
大
人
ま
で

約
百
六
十
人
が
書
き
初
め
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　

年
齢
別
部
門
ご
と
に
課
題
が
決
め
ら
れ
、

参
加
者
は
「
な
か
よ
し
」
や
「
大
切
な
命
」、

「
美
し
い
地
球
」
な
ど
の
語
句
を
力
強
く

書
き
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

入
選
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（敬

称
略
）

　

▽
町
長
賞　

鈴
木
麻
見
（
阿
中
三
年
）

▽
特
選　

加
藤
巧
也
（
加
木
屋
小
一
年
）

新
海
華
（
南
部
小
二
年
）
上
蔀
瑠
花
（
草

木
小
三
年
）
山
内
慶
洋
（
南
部
小
四
年
）

野
村
千
明
（
岡
田
小
五
年
）
竹
内
ひ
か
る

（
岡
田
小
六
年
）
前
川
真
里
（
阿
中
三
年
）

▽
秀
作　

榊
原
唯
（
東
部
小
一
年
）
竹
下

遼
（
草
木
小
二
年
）
新
海
友
梨
（
南
部
小

三
年
）
新
海
里
（
南
部
小
四
年
）
坂
野
千

尋
（
草
木
小
五
年
）
佐
野
美
佳
子
（
草
木

小
六
年
）
今
井
味
涼
（
阿
中
一
年
）

課題の語句に挑戦 
真剣に清書に取り組む子どもたち


